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八木～可部地域の土石流分布 



災害地周辺の地質図 
地質調査所発行 

広島 1/20万 広島 1/5万 



八木三丁目 8月20日朝9：30頃 



八木三丁目 8月20日朝9：30頃 



八木三丁目 県営住宅（西側） 



八木三丁目 県営住宅（西側） 



八木三丁目 県営住宅（西側） 



被災地の状況 
I:¥防災問題¥20140820広島水害¥京大防災研

¥201408Hiroshima_Rep1.htm 

八木地区南側 八木地区北側 



被災地の状況 
I:¥防災問題¥20140820広島水害¥京大防災研

¥201408Hiroshima_Rep1.htm 

可部町高松山 可部東 



被災地の状況 
I:¥防災問題¥20140820広島水害¥京大防災研

¥201408Hiroshima_Rep1.htm 

緑井地区 祇園山本地区 



八木三丁目の大土石流現場 

8月20日午前９時半頃 
泥流が流れ去った直後のようす 8月21日付中国新聞より 



八木三丁目の災害現場の上流 
20140823 

 



不安定な土砂と巨石 20140823 
もともとあった土石流堆積物が数m削られている 



住宅を破壊した巨石群 
20140823 



土石流の上流側（L) 災害の前と後 

2011年11月21日 2014年8月23日 



土石流の出た谷は深くえぐれて 
岩盤が露出 20140823 



☆じるしの住宅を襲った土石流 
標高差90m上流（A）で発生 

２基の治山堰堤（ダム）を乗り越えて流下 



 
土石流が直撃した跡（八木三丁目） 

2014年8月23日撮影 
 



八木三丁目の住宅の被害例 

被災前 2011年11月21日 被災後 2014年8月24日 



土石流が直撃し、 
厚さ20cmのコンクリート壁が破壊 



土石流の直撃で、２階が飛ばされる 

潰れた１階部分（右端に２階部分） 30m以上飛ばされた２階 



住宅は跡形もなくなってしまった 

被災後（2014年8月24日） 被災前（2014年4月19日） 



☆じるしの住宅を襲った土石流 
標高差90m上流（A）で発生 

２基の治山堰堤（ダム）を乗り越えて流下 



崩壊発生現場（A地点8月23日撮影） 

谷の脇の急斜面（35°以上）の 
表層が崩壊（深さ50cm～1m程度） 

崩壊地の最上部はわずかに凹んで 
水が集まりやすい地形 



崩壊の2つの要因 
（松枯れ跡地と地下侵食） 

X：松枯れ 
節理（J）にそって雨水が大量に流入し 
地下侵食を起こして空洞が発生（K） 

8月23日撮影 



崩壊現場の下でさらに崩壊発生 
 8月23日撮影 



谷の途中に残る崩落した土砂 
C地点下（8月23日撮影） 



C地点下の断層（8月23日撮影） 



クラックの多い細粒花崗岩（Ｃ地点下） 



土石流の側面の崩壊例 
堰堤Ｆのすぐ上の崩壊現場（E）20140823 



堰堤Ｆのすぐ上の崩壊現場（E）
20140915 



治山堰堤はあったが…  
8月23日撮影 



堰堤を乗り越えて流下 
 8月23日撮影 



治山堰堤は土砂で埋まっている 
 8月23日撮影 

上側の堰堤を上から見る 下側の堰堤を左岸より見る 

右上に上側の堰堤が見える 



堰堤F下の侵食の様子20140915 



堰堤F下の侵食の様子 20140915  
巨石の幾つかは上からの崩落？ 

 



この巨石は古い土石流のものか？ 
 20140915 



堰堤Ｆ下の侵食の様子 
古い土石流の堆積物を侵食している 

 20140915 



古い土石流堆積物が 
侵食され流されている 20140915 



古い土石流堆積物が 
侵食され流されている 20140915 



この巨石は古い土石流堆積物 



古い土壌と思われる黒色土が下に 



流下した巨大な岩石や流木 

1m以上の巨石 8月23日撮影 

これは今回の土石流で流下 
大量の流木 

8月23日撮影 



ブロック塀をなぎ倒し 

鉄筋が少し残っているだけ 

矢印は土石流の方向（8月23日撮影） 
元のブロック塀（2008年11月） 



津波跡のように全てを流し去った 
8月23日撮影 



土石流による大量の流木 
8/21 中国新聞夕刊 



猛スピードの土石流の破壊力 
 8/21 朝日新聞 



八木地域の土石流 ④ 



八木地域の土石流 ④ 



八木地域の土石流 ⑦ 



八木地域の土石流 ⑥⑦ 



土石流⑦ 



八木地域の土石流 ⑦ 



八木地域の土石流 ⑦ 



八木地域の土石流 ⑦ 



八木地域の土石流 ⑧⑨⑩ 



土石流⑧ 



ほとんどホルンフェルス 



土石流⑧ 



土石流⑧ 



土石流⑧ 



土石流⑧ 



八木地域の土石流 ⑩ 



八木地域の土石流 ⑩ 





八木地域の土石流 ⑩ 
ホルンフェルスと 

斑状中粒角閃石黒雲母花崗岩 



八木地域の土石流 ⑩ 



八木地域の土石流 ⑩ 
住宅地にも巨石 



土石流災害から身を守るために 



八木地域の土石流 
左下は梅林小学校（避難場所だが泥水で浸水） 

その右上の森は光広神社（被害なし） 



土石流災害発生の要因 

自然的要因 
 1．記録的な短時間での集中豪雨 
   三入で1時～4時の3時間に217.5mm 
 2．表層崩壊しやすい風化花崗岩地帯 
 3．急傾斜地の凹地形 
 4．松枯れ跡地（地盤保持力の低下） 
 5．節理に沿った大量の雨水の流入と地下侵食（パイピング） 
人為的要因 
 1．急な山麓ぎりぎりまでの宅地開発（許認可の問題） 
 2．「土砂災害警戒区域」、「特別区域」の指定の遅れ 
 3．砂防ダムなど土石流防御体制の不備 
 4．避難勧告・指示の遅れ 
 5．防災教育を含めた自然科学（地学）教育の不足 



自然的要因 



 
 

災害地域は細長い強雨域沿い 
土石流107ヶ所、崖崩れ59ヶ所 

8/24 毎日新聞より            8/21中国新聞より 
                    8月20日午前3時の画像 

                     

 



 
崩壊は1平方kmあたり30ヶ所で発生 

3時間雨量150mm以上の範囲に集中 
 



土石流発生の大部分は花崗岩地帯 

• 土石流１０７ヶ所 

• 崖崩れ５９ヶ所 

 （9月4日国交省） 



短時間の集中豪雨 
３時間で217.5mm（安佐北区三入） 



大雨の原因はバックビルディング現象 



当日の天気図と衛星画像 
2014年8月20日午前３時（気象庁HPより） 



当時のレーダー画像 
 2014年8月20日午前３時と３時半（気象庁HPより） 

この頃可部町三入では1時間に100ミリ以上の豪雨  



広島市周辺は風化した花崗岩が多い 
ピンク色が花崗岩 



崩壊と地質 （京大防災研速報その4） 

• マイクロシーティングの発達した中粒花崗岩の
上の土層の崩壊 

• 亀裂の発達した細粒花崗岩上の土層の崩壊 

• 花崗岩の破砕帯上の土層の崩壊 

• 断層に沿うすべり面を持つ風化花崗岩の崩壊 

• 熱水変質した中粒花崗岩の上に載る細粒花崗
岩の崩壊 

• ホルンフェルスの崩壊（未調査） 

               ……パイピング崩壊 



花崗岩には独特の割れ目（節理） 

方状節理（中粒花崗岩 元宇品） 
節理にそって崩壊した例 
（2005年夏 元宇品） 



風化した花こう岩のガケ 
マサ土の中に大きな岩が残っている 

割れ目（断層や節理）にそって風化が進む 
元宇品 松山 



節理（割れ目）の発達した花崗岩 
（細粒黒雲母花崗岩 八木三丁目北側斜面） 



節理に沿った雨水の流入と地下侵食 



マサ土の表層崩壊 



中粒花崗岩に発達する 
マイクロシーティング（緑井8丁目） 

京大防災研そくほう3より 

http://www.slope.dpri.kyoto-u.ac.jp/disaster_reports/20140820Hiroshima/Sokuhou_4/oriphoto/IMG_4876s.jpg


表層崩壊の原因はシーティングジョイント 
（元宇品海岸 2005．7） 



花崗岩の表層崩壊の例（元宇品） 
シーティングジョイント（矢印）にそって崩壊 



松枯れ（×）跡地の地下侵食 
2014年8月23日 



枯れたアカマツ 



人為的要因 



八木三丁目の土石流災害現場 
1960年代に山ぎわまで開発されていた 

1975年3月 国土地理院 今回の災害現場（8/21中国） 



 
八木地域（阿武山）周辺図 

8/21毎日新聞          国土地理院資料に越智加筆 

 



八木地区は土石流地帯 
土石流危険渓流や急傾斜崩壊危険地域には認定されていた 



危険区域指定の遅れ 

  八木地区は 

土砂災害防止法による 

土砂災害警戒区域 

    （イエローゾーン）や 

特別区域 

    （レッドゾーン）の 

指定がされてなかった。 



今回土石流が起きなかった所 
（青線部分） 



古い神社・仏閣は残っている 

梅林小学校右上の森は神社 光広神社 



今回土石流に見舞われなかった所も 
かつては土石流に（Ｂ，Ｃ，Ｅ） 



土石流を防ぐために 

砂防ダム 
（強度が大きいので1回は止められるが……） 

治山堰堤（えんてい） 
強度が小さいので破壊されてしまう 



今回は土砂を
止めたが 
2009年7月の防府の

水害で土石流が頻発
したが、砂防ダムは崩
壊土砂を止めたが、
満杯に。次は止めら
れない。 



 安佐南区八木3丁目の治山堰堤 
 2014年8月23日 



治山堰堤は満杯状態 
2014年8月23日 安佐南区八木3丁目 

下側の堰堤 上側の堰堤 



避難勧告・
指示の遅れ 

広島市の八木
地区の避難勧
告は４時半 
 (中国新聞8/24より) 

 
99年6.29災害の 

教訓が活かされず 



災害にどう備える？ 早めの避難！！ 

1．危険地域がどこにあるか、調べておく 
   土石流危険渓流 や 急傾斜地崩壊危険地域 

   土砂災害警戒区域（イエローゾーン） や 

   土砂災害特別区域 （レッドゾーン） などの地域では、   

   一日の雨量が100mmを超え、まだ続くようなら避難する 

   長雨のあと、10分間雨量10mm以上が続いたら危険 

           （ド ド ド という音） 

2．雨雲レーダー画像の活用（5分毎、1時間先まで可） 

3．無理して外に出ないのも一つの方法 

4．間に合わないときは２階以上へ逃げ、山側を避ける 



 
過去の教訓に学ぶ 
温品川の水害記念碑（1926年9月） 

 



土砂災害から身を守るには？ 
 2014.8.21 中国新聞より 



二葉山周辺では？ 

1．松枯れ跡地（地盤保持力の低下） 

2．風化花崗岩地帯（表層崩壊） 

3．高所に岩塊群（土石流） 



二葉山周辺の地形 



二葉山周辺の土砂災害の可能性 
土砂災害防止法による指定は？ 



二葉山周辺での土砂災害 

1．土石流災害 

2．斜面崩壊（崖崩れ） 

3．盛土崩壊（巨大地震） 



二葉山の土石流跡 
尾長天満宮の埋もれた鳥居 



2009年7月の牛田東の土砂災害 

牛田東1丁目の崖崩れ 
2009年7月30日撮影 



仏舎利塔北斜面の谷のようす 
崩壊土砂が厚く堆積、土石流の拡大要因 

右の写真の矢印の位置 ☆印は2009年7月の土砂崩れ 



松枯れ跡地（地盤保持力の低下） 

折れたアカマツの枯れ木 
二葉山北斜面 二葉山南斜面 



倒木の問題点 
（この跡に雨水が流入すると崩壊のきっかけに） 



倒壊したシリブカガシとその崩壊地 
二葉山北斜面 



 
山頂付近には節理の発達した花崗岩 

垂直方向の割れ目から地下に雨水が大量流入し、 
水平方向の割れ目にそってすべりやすい。 

 



 
小地すべり地形（赤い半円） 
崩壊の引き金になる 

 



牛田東１丁目周辺 

C,D,Eで谷頭崩壊 C,D,E地点からの土石流 



尾長山には細粒花崗岩 



尾長山付近 
節理（割れ目）の発達した花崗岩が多く、 

割れ目にそって大量の雨水が流入すれば崩壊 

山頂付近の細粒花崗岩の岩塊 松枯れ跡地の細粒花崗岩 



 
牛田東４丁目付近 
細粒花崗岩の小崩壊地 

 



牛田東４丁目東側 

岩盤の上に堆積した崩壊土砂 
谷には崩壊土砂が大量に堆積 
これが土石流を拡大強化する 



牛田東四丁目 

牛田東４丁目の治山堰堤 
半分埋まっている（2008年5月） ここに土石流が来たら… 



災害は忘れた頃にやってくる 

寺田寅彦 



出雲神話（スサノオ伝説）には水害への備えの意識 
自然の猛威に備える謙虚さと自然の豊かさに対する敬意 

 
原発の「安全神話」は自然に対する人間の「おごり」 

 



二葉山は広島にとって特別の山 



安全で安心な 
普通の日常生活こそ 

大切な宝物 

終 



雨量計から推測される降
雨分布図と土石流多発範
囲 

2014年広島豪雨災害時の斜面崩壊・
土石流について 
(速報その2： 降雨と崩壊の分布) 

（2014年8月21日 京都大学防災研究
所 地盤災害研究部門 松四雄騎）よ
り 

 



雨量計から推測される降
雨分布図と土石流多発範
囲 

2014年広島豪雨災害時の斜面崩壊・
土石流について 
(速報その2： 降雨と崩壊の分布) 

（2014年8月21日 京都大学防災研究
所 地盤災害研究部門 松四雄騎）よ
り 


